
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.水道代を値下げします！ 
     県内一高い水道代に、いよいよメスを入れます。 

     湯河原町との契約見直し、大猿山系統の活用、県営水道との連携、料金体系の見直し……。 

     手を尽くして、最低でも基本料金は値下げします。 

 

2.無料バスを走らせます！ 
     ヨーロッパでは、住民が歩いて暮らせるよう、行政が公共交通を手掛けるのが当たり前です。 

     とりわけ、生活に必須となる真鶴駅～小田原百貨店～国民健康保険診療所には、 

     町内の各地から気軽に出られる無料バスを走らせます。観光・周遊にもつなげます。 

 

3.役場にワンストップ窓口をつくります！ 
     役場に入ったら、まず受付があって、経験豊富な職員がどんな要件にも対応します。 

     どんな要件も一つの窓口で済むようにし、必要なら担当職員が窓口に下りてくるようにします。 

     プライバシー保護の観点から、銀行のように個室も設けます。 

 

4.中学校給食を早期導入します！ 
     実は私は、横須賀市で中学校給食を導入した仕掛け人です。 

     自校方式やセンター方式、ボックスランチ方式など様々な手法がありますが、 

     小学校から中学校へ運ぶ「親子方式」を軸に、２年以内に導入します。 

 

5.地域商品券で町内経済を回します！ 
     真鶴町民のお金がよその町に流出している限り、まちは衰退する一方です。 

     真鶴のお金は、真鶴で活かす。 

     地域商品券を発行し、経済をグルグル回していきます。 

 

 

まなづくるタイムス 第 2 号 

2023 年 10 月 20 日発行 

発行人：小林伸行 

〒259-0201 真鶴町真鶴 1870-6 204 号 

Tel：  070-6640-3927 

E-mail：info@kobayashinobuyuki.com 

FAX：  050-3737-3872 

https://kobayashinobuyuki.com 

「まなづくる」とは真鶴のまちづくりを進めるという意味の造語です。 

この新聞は小林伸行本人が執筆し、手作りしています。 
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［2］ 

真
鶴
の
こ
と
、
本
気
で
考
え
て
き
ま
し
た
。
私
が
考
え
る
「三
つ
の
連
携
」を
、
み
っ
ち
り
ご
説
明
し
ま
す
。 

″ 

一
．
広
域
連
携 

 

合
併
は
要
ら
な
い
。
隣
近
所
と
助
け
合
い
ま
す
。 

 

真
鶴
に
は
昔
か
ら
湯
河
原
町
と
の
合
併
話
が
あ
る
よ
う

で
す
。
私
は
、
こ
ん
な
に
個
性
が
あ
っ
て
魅
力
的
な
町
は
、

合
併
な
ん
て
も
っ
た
い
な
い
と
思
い
ま
す
。 

 

財
政
の
損
得
勘
定
で
も
、
ま
ち
の
ブ
ラ
ン
ド
と
い
う
点
で

も
、
合
併
に
は
メ
リ
ッ
ト
が
な
い
。
む
し
ろ
、
今
の
流
れ
は

「
広
域
連
携
」
。
つ
ま
り
、
隣
近
所
と
の
助
け
合
い
で
す
。 

 

私
は
大
学
院
で
こ
の
広
域
連
携
の
研
究
を
す
る
う
ち
に
、

真
鶴
の
課
題
と
処
方
箋
に
気
付
き
ま
し
た
。 

 

救
急
搬
送
を
短
く
し
、
助
か
る
命
を
救
い
ま
す
。 

 

真
鶴
は
今
、
主
に
湯
河
原
町
と
役
割
分
担
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
た
と
え
ば
救
急
は
規
模
が
小
さ
す
ぎ
ま
す
。 

 

一
分
一
秒
を
争
う
救
急
搬
送
に
は
高
機
能
な
Ⅲ
型
指
令

シ
ス
テ
ム
が
有
効
で
す
が
、
湯
河
原
・
真
鶴
の
規
模
で
は
国

の
補
助
が
下
り
ず
、
未
だ
に
Ⅰ
型
（
離
島
型
）
で
す
。 

 

大
井
町
や
中
井
町
は
小
田
原
市
と
連
携
し
た
結
果
、
救

急
到
着
が
最
大
約
３
分
早
く
な
り
ま
し
た
。
助
か
る
命
を

救
う
べ
く
救
急
は
小
田
原
市
と
の
連
携
を
模
索
し
ま
す
。 

 

家
計
の
水
道
光
熱
費
を
安
く
し
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
案
件
ご
と
に
県
、
小
田
原
市
、
湯
河
原
町
、

熱
海
市
な
ど
と
上
手
に
パ
ー
ト
ナ
ー
を
組
ん
で
、
行
政
コ
ス

ト
は
ダ
ウ
ン
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
は
ア
ッ
プ
さ
せ
ま
す
。 

 

と
り
わ
け
県
内
ダ
ン
ト
ツ
一
位
の
上
下
水
道
の
基
本
料
金

は
、
で
き
る
だ
け
早
く
値
下
げ
し
ま
す
。 

 

ま
た
、
電
気
代
に
つ
い
て
も
、
家
計
相
談
担
当
の
職
員
を

配
置
し
、
県
の
「
０
円
ソ
ー
ラ
ー
」
事
業
と
連
携
し
て
創
エ
ネ

と
省
エ
ネ
を
含
め
た
、
ご
家
庭
の
節
約
支
援
を
し
ま
す
。 

町
長
か
ら
、
外
局
を
切
り
離
し
ま
す
。 

 

そ
し
て
、
町
長
を
監
視
す
る
立
場
の
選
挙
管
理
委
員
会
か

ら
町
長
が
名
簿
を
持
ち
出
せ
る
真
鶴
町
役
場
は
、
ハ
ッ
キ
リ

言
っ
て
異
常
で
す
。
選
管
や
監
査
と
い
っ
た
外
局
を
広
域
化

し
て
切
り
離
し
、
問
題
の
根
っ
こ
を
断
ち
ま
す
。 

 

二
．
公
民
連
携 

 

真
鶴
を
日
本
最
先
端
の
ス
マ
ー
ト
・タ
ウ
ン
に
。 

 

私
が
好
き
な
本
に
、
シ
ュ
ー
マ
ッ
ハ
ー
の
『
ス
モ
ー
ル
・
イ
ズ
・

ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
』
が
あ
り
ま
す
。
小
さ
い
こ
と
は
美
し
い
。

ま
さ
に
、
『
美
の
基
準
』
を
つ
く
っ
て
日
本
全
体
を
変
え
た
、

小
さ
な
ま
ち
真
鶴
に
ふ
さ
わ
し
い
言
葉
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

「
過
疎
の
ま
ち
」
「
職
員
不
足
」
「
消
滅
可
能
性
都
市
」
等
と

言
わ
れ
ま
す
が
、
萎
縮
す
る
必
要
な
ど
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。

私
は
真
鶴
を
日
本
最
先
端
の
ス
マ
ー
ト
・
タ
ウ
ン
に
し
た
い
。

背
景
に
は
カ
エ
ル
と
ペ
ン
ギ
ン
の
考
え
方
が
あ
り
ま
す
。 

 

第
一
に
、
カ
エ
ル
。
「
リ
ー
プ
・
フ
ロ
ッ
グ
」
と
い
う
言
葉
が
あ

り
ま
す
。
ピ
ョ
ン
と
跳
ん
だ
カ
エ
ル
の
こ
と
で
す
。
い
ま
、
固

定
電
話
は
あ
ま
り
使
わ
な
く
な
り
ま
し
た
。
ア
フ
リ
カ
な
ど

の
途
上
国
は
、
電
話
回
線
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
を
引
く

と
多
額
の
投
資
が
必
要
な
の
で
、
最
初
か
ら
携
帯
電
話
と
モ

バ
イ
ル
通
信
を
普
及
さ
せ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
大
き
な

ま
ち
が
階
段
を
一
つ
ず
つ
登
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
、
真
鶴
は

民
間
の
協
力
を
得
て
、
新
し
い
技
術
で
カ
エ
ル
跳
び
に
ピ
ョ

ン
と
階
段
を
飛
び
越
し
て
い
き
ま
す
。 

 

第
二
に
、
ペ
ン
ギ
ン
。
「
フ
ァ
ー
ス
ト
・
ペ
ン
ギ
ン
」
と
い
う
言

葉
が
あ
り
ま
す
。
海
に
最
初
に
飛
び
込
む
ペ
ン
ギ
ン
の
こ
と

で
す
。
飛
び
込
ん
だ
ら
シ
ャ
チ
や
ア
ザ
ラ
シ
に
喰
わ
れ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
魚
が
群
れ
て
い
る
海
に
飛
び
込
め

ば
捕
り
放
題
で
す
。 

三
．
町
民
連
携 

 

町
民
と
「旅
の
人
」の
力
を
、
ま
ち
に
活
か
し
ま
す
。 

 

合
併
で
は
な
く
独
立
を
選
び
バ
ブ
ル
の
時
も
「
美
の
基
準
」

で
乱
開
発
か
ら
街
並
み
を
守
っ
て
き
た
真
鶴
町
民
は
、
誇
り

高
く
感
度
が
高
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
町
民
力
こ

そ
が
財
産
で
す
。 

 

論
語
に
「
近
き
者
よ
ろ
こ
び
、
遠
き
者
き
た
る
」
と
い
う
言

葉
が
あ
り
ま
す
。
目
の
前
の
町
民
の
み
な
さ
ん
に
満
足
し
て

頂
き
、
幸
せ
に
暮
ら
し
て
頂
く
こ
と
で
、
「
旅
の
人
」
で
あ
る

移
住
者
を
も
っ
と
引
き
付
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

公
園
や
公
共
施
設
を
、
も
っ
と
便
利
に
し
ま
す
。 

 

ま
ず
は
、
「
町
民
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
」
を
行
い
ま
す
。 

 

一
般
的
に
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
は
、
民
間
企
業
に
ア
イ

デ
ィ
ア
と
投
資
を
募
る
も
の
で
す
。
し
か
し
、
身
近
な
公
園

や
公
共
施
設
の
使
い
方
に
つ
い
て
は
町
民
の
み
な
さ
ん
か
ら

「
も
っ
と
、
こ
ん
な
ふ
う
に
使
え
た
ら
い
い
の
に
！
」
と
い
う
ア

イ
デ
ィ
ア
を
集
め
ま
す
。
そ
れ
を
も
と
に
、
公
園
や
公
共
施

設
を
再
整
備
（
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）
し
て
い
き
ま
す
。 

 

愛
知
県
新
城
市
で
は
、
高
校
生
ら
に
よ
る
「
若
者
議
会
」
に

年
間
一
千
万
円
の
予
算
を
渡
し
て
図
書
館
な
ど
の
公
共
施

設
を
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
、
活
気
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。 

 

同
様
に
、
子
育
て
施
設
は
マ
マ
・
パ
パ
の
声
を
、
高
齢
者
向

け
施
設
は
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
声
を
聴
い
て
、

使
い
勝
手
よ
く
し
て
い
き
ま
す
。 

  

こ
こ
に
書
い
た
の
は
政
策
の
ほ
ん
の
一
部
で
す
。 

 

対
立
か
ら
、
対
話
へ
。
い
ま
こ
そ
舵
を
切
っ
て
、 

町
を
前
に
進
め
ま
し
ょ
う
。 

 

喰
わ
れ
る
ほ
ど
の
リ
ス
ク
を
冒
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
が
、

か
す
り
傷
程
度
の
リ
ス
ク
な
ら
最
初
に
飛
び
込
ん
だ
ほ
う

が
ト
ク
で
す
。
地
元
の
牧
島
か
れ
ん
・
元
デ
ジ
タ
ル
大
臣
の

ご
協
力
も
仰
ぎ
つ
つ
、
民
間
や
国
の
モ
デ
ル
事
業
を
い
ち
早

く
手
掛
け
、
町
民
に
便
利
な
サ
ー
ビ
ス
を
ド
ン
ド
ン
提
供
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
大
賞
の
受
賞
を
通
し
て
、
私
に
は
全

国
の
政
策
に
強
い
仲
間
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
り
ま
す
。

よ
そ
の
町
で
効
果
を
出
し
て
い
る
先
進
的
な
取
り
組
み
の

う
ち
、
真
鶴
に
合
う
も
の
は
ガ
ン
ガ
ン
取
り
入
れ
て
、
町
民

満
足
度
を
上
げ
て
い
き
ま
す
。 

 

コ
ン
パ
ク
ト
だ
け
ど
効
率
的
で
便
利
な
ス
マ
ー
ト
・
タ
ウ
ン

へ
。
真
鶴
を
、
再
び
日
本
最
先
端
の
町
に
し
ま
せ
ん
か
。 

 

民
間
の
力
を
真
鶴
町
に
導
入
し
ま
す
。 

 

「
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
」
を
ご
存
じ
で
す
か
？ 

役
場
の

中
で
考
え
て
も
限
界
が
あ
る
の
で
、
民
間
の
お
知
恵
を
借
り

る
手
法
で
す
。
と
は
い
え
基
本
的
に
、
真
鶴
の
規
模
で
は
、

な
か
な
か
民
間
も
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
に
手
を
挙
げ
て
く

れ
ま
せ
ん
。
で
す
が
、
そ
こ
は
勘
所
が
あ
り
ま
す
。
コ
ン
サ
ル

会
社
で
大
手
企
業
と
一
緒
に
仕
事
を
し
て
き
た
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
活
か
し
、
積
極
的
に
民
間
資
金
を
取
り
入
れ
ま
す
。 

 

テ
レ
ワ
ー
ク
拠
点
を
設
け
企
業
を
誘
致
し
ま
す
。 

 

と
こ
ろ
で
、
ど
う
い
う
わ
け
か
真
鶴
に
は
人
口
の
割
に
公

共
施
設
が
異
常
に
多
い
。
し
か
も
活
用
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

こ
れ
を
再
整
備
（
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）
し
て
い
き
ま
す
。 

 
た
と
え
ば
、
テ
レ
ワ
ー
ク
拠
点
を
整
備
し
、
テ
レ
ワ
ー
ク
移

住
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
大
型
の
企
業
誘
致
は
難
し
く
て

も
、
感
度
の
い
い
人
々
が
移
住
す
れ
ば
大
き
な
効
果
が
あ
り

ま
す
。
そ
し
て
、
真
鶴
に
は
そ
の
吸
引
力
が
あ
り
ま
す
。 

 

小
さ
い
文
字
で
す
み
ま
せ
ん
が 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［3］ 

 

  町政への基本姿勢 

1.オープン ひらかれた町 

  情報公開。町民参加。説明責任。 

 

2.クリーン すっきりした町 

  しがらみゼロ。なれあいゼロ。不正ゼロ。 

 

3.スマート べんりな町 

  最先端のスマートタウンへ。 

″ 

コミュニティバスが、朝夕の通勤時間帯に

走ってないから実際には使えないんだよ。 

ルートも、前のほうが良かったなあ。 

→抜本的に見直します！ 

 

移住してきて驚いたんですが、中学校給食

もないし、一時預かりも使いにくいし……

真鶴は子育て支援が弱いと思う。 

→明石市のように、独自施策で子育て世代

を呼び込み、好循環を生んでいきます！ 

 

私は移住者なのですが、家を探すのに苦労

しました。真鶴は道が狭くて建替えできな

い物件も多いです。中古をリフォームしよ

うとしても、古い空き家が多いので、耐震

が大丈夫なのか、シロアリが喰っていない

か、素人にはわからないので心配です。 

「ホームインスペクション」という専門家

による住宅診断があります。それを個人で

バラバラ頼むよりも、町でまとめてやって

頂けると、みんな助かると思います。 

→当事者ならではの視点で興味深いです。

空き家担当専門官を設け検討したいです。 

 

蚊が多いのは何とかならないのかしら？ 

→確かに明らかに他より多いと思います。 

ドブの排水が悪いのか、何なのか？ 

専門家に依頼して原因を探りたいです。 

 

別荘だけで真鶴町民ではないので、せめて

「お林の手入れに使ってくれるなら、ふる

さと納税したいんですけど」と申し出たん

です。でも町は「そんな指定はできない」

と、ケンもホロロの対応でガッカリ。 

→もっと融通利いた対応ができないものか 

 

道路に草が生えてて危ないんだよねえ 

→確かにそういう箇所が多いですね。 

まずは、危ない所を可視化して、優先順位

をつけて対応する仕組みを作りたいです。 

みんなの声を聴いています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国の仲間から           頂きました！ 

同世代として、全力で応援します！ 

横尾たかお 東村山市議会議員(公明党) 

 

 

誰もが感心する、裏付け、根拠に基づいた 

理論構築。変える力で新しい真鶴町を。 

佐藤せい子 静岡市議会議員(無所属) 

 

 

本物の政治！ がんばれ！ 

松山丈史 北海道議会議員(立憲民主党) 

［4］ 

 

福島県鏡石町出身。昭和５０年生まれ。

４８歳。筑波大学を卒業後、地域情報誌

と環境コンサルティングに携わるが、地

域の疲弊と日本の将来を憂い、政治を

志す。国会議員政策秘書試験合格、衆

議院議員公設秘書を経て、２０１１年より

横須賀市議会議員を４期１３年務める。 

２０２２年には早稲田大学大学院を修了

(公共経営修士・ＭＰＡ)。片山善博元総

務大臣・元鳥取県知事の下、広域連携

を研究し、真鶴の課題に気付く。副町長

の公募に応募するも中止となり、リコー

ル成立を受けて町政への挑戦を決意。 

１０月４日に議員辞職し、真鶴町に転入。 

 

お願いです！ 
 時間がないので、どれだけ多く

の方に政策をお伝えできるかが

カギとなってきます。 

●ミニ集会開いてあげようか？ 

●チラシを配ってあげようか？ 

などなど、ご支援頂けましたら

幸いです。 

※クリーンな政治のため、献金や 

 差入は一切頂いていません。 

 ご理解頂けますと幸いです。 

※おかげ様で、事務所はローソン 

 前にお借りできました！ 

″ 

小林伸行の略歴 
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政務活動費問題の解決策を提言 

NHK『首都圏ナビ』2023 年 9月 7 日 

議会改革の取り組みを取材される 

「どうせ政治家なんて誰がやっても一緒」と 

思っていませんか？ それは違います。 

誰がやるかで大きく変わります。 

中西かすみ 千葉県議会議員(市民力) 

 

小林さんの知識と経験を真鶴のために！ 

自信を持ってお勧めします。 

田中健 知立市議会議員・元議長(無所属) 

 

聞き上手なノブさん。 

聞くだけじゃなく、動く人、実現させる人なのだと 

実績が物語っている。応援します！ 

山﨑まりも 練馬区議会議員(練馬・生活者ネットワーク) 

頭脳明晰かつ 

気配りのできる実践者。 

挑戦を心から応援します！ 

白井亨 小金井市長 

 

友人として、仲間として 

信頼する小林さんの 

新たな挑戦を 

心から応援します。 

越田 謙治郎 川西市長 

小林さんは人の話を深くよく聞ける人。新しいリーダーの 

在り方を真鶴町民の人たちと創りだせると信じています！ 

長島有里 元逗子市議会議員 

真鶴をもっと新しい、もっといいまちへ！ 

川名ゆうじ 武蔵野市議会議員(立憲民主党) 

 

しがらみのない政治を真鶴で！ 応援しています！ 

湯浅あや 松戸市議会議員(市民力) 

 

真摯に議会人として取り組んだ実績で活躍を！ 

福井たかお 福津市議会議員(無所属) 

 

真心の政治家！ 

学び続け、取り組み続ける小林のぶゆき。必勝！ 

中村直人 大町市議会議員(無所属) 

政策通で議員相手に講師を務めるほどの実力派ですが、 

気配りも欠かさない男。頑張って下さい！ 

山中けいじ 松戸市議会議員(市民力) 

小林さんなら津山市長選に挑んでも応援します！ 

三浦ひらく 津山市議会議員(無所属) 

分断と混迷の真鶴を融合&再興するのは 

小林伸行しかいない！ 

水谷正邦 みよし市議会議員(無所属) 

 

真鶴町新時代を切り拓くことを確信！ 

竹内ひろゆき 弘前市議会議員(市民力) 

 

三浦ひらく 津山市議会議員(無所属) 

真鶴町新時代を切り拓くことを確信！ 

竹内ひろゆき 弘前市議会議員(市民力) 

しがらみゼロの誠実な政治姿勢と鍛え抜かれた政策力。 

宮下しんご 大府市議会議員(無所属) 

こばやし のぶゆき 

対話と参加の町づくり 

に期待しています。 

岸本 聡子 杉並区長 


